
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
農業普及振興室長  高橋 宗壽 

 

４月より農業普及振興室長に就任しました高橋と申します。東青地域農林水産部は、

新採用以来、３２年ぶり２度目の勤務となります。今回の異動で着任した職員共々、ど

うぞよろしくお願いします。  

さて、当室では、「攻めの農林水産業」と連携

して「普及指導計画」を定め、地域農業の振興と

活性化を支援しております。今年度は、長い間、

様々な活動の妨げとなっていた新型コロナウイル

スの猛威もようやく縮小傾向となり、対応策もや

や緩和される中、十分な注意は必要となりますが、

普及本来の農業者や地域に密着した活動が可能に

なるものと期待しています。普及指導については、

重点指導計画である 

１ 「青天の霹靂」の安定生産と食味のレベルアップ  

２ トマト指定産地の生産力向上 

３ 活力ある農山漁村づくりを目指した女性起業活動の推進  

４ サポート体制の強化による新規就農者の経営力の向上  

をはじめとして、様々な一般指導計画に基づき、幅広くきめ細かな普及活動を行うこ

とで、安定した農業所得の確保と地域農業の活性化を図ることとしていますので、引き

続き関係機関・団体の皆様方の御支援・御協力をよろしくお願いいたします。  

また、あおもり米新品種「はれわたり」について

は、昨年度は参考品種ながら、日本穀物検定協会が

行った食味ランキングにおいて、最高位となる「特

Ａ」の評価を得ることができ、能力の高さを示した

ところであり、今年度はいよいよ全国デビューを迎

えます。「青天の霹靂」同様、消費者の皆様に「お

いしいお米」として広く認められ、価値に見合った

販路が確保できるよう、高品質・良食味米の安定生

産に向けた栽培技術の周知及び指導を行っていき

ますので、御協力をよろしくお願いします。  

令和５年度のスタートにあたって 
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東青地域において、新規就農者が農業を生業として

定着するためには、関係機関等の支援体制の強化と新

規就農者の栽培技術や経営管理能力向上等による所得

確保に向けた支援が課題となっています。 

このことから、農業普及振興室では、東青地域独自

の重点事業として、令和４年度から令和６年度までの

３か年において、「東青地域新規就農サポート強化事

業」を展開し、①就農希望者の資質向上と支援体制強

化、②新規就農者のスキルアップに取り組むこととし

ております。 

事業実施１年目の令和４年度には、就農希望者等の

資質向上等については、農業経営や生活設計等に関す

るセミナーを開催しました。また、支援体制を強化す

るための関係機関連絡会議の開催や研修受入農家を対

象としたコーチング技術向上研修の開催、農業研修の

受入れに関するアンケート調査等に取り組みました。  

新規就農者のスキルアップについては、りんご、ミ

ニトマトの指導拠点ほを設置し、技術講座を開催した

ほか、新規就農者による先進地調査報告会、商品開発

をテーマとした研修会の開催等に取り組みました。  

令和５年度も同様、関係機関が一体となり、新規就農者等のサポートに取り組むことと

しております。 

木立丞氏（平内町）が「令和４年度青森県攻めの農

林水産業賞（農山漁村づくり部門）」で奨励賞を受賞し

ました。 

木立氏は、以前から良質堆肥を生産し、町内外の農

家へ広く供給しているほか、自らの飼料地等に還元

し、資源循環型の酪農経営を実施しています。令和元

年度には農業経営士に認定され、令和２年度からは、

酪農現場での労働力の補完及び社会貢献のため、環境

整備を行い、障がいのある従業員１名を通年雇用して  

います。令和４年度からは「青森県農福連携推進  

会議」の構成員（農福連携実践者）を担うなど、  

ますますの活躍が期待されます。  

  

 

木立丞
き だ ち す す む

氏（平内町）が「青森県攻めの農林水産業賞」で 

奨励賞を受賞！ 

指導拠点ほで説明を聞く新規就農者 

コーチング研修会で意見発表する参加者 

木立丞氏（中央） 

｢火の確認 山を愛する 
あなたのマナー｣ 

６月 10 日までは、「山火事防止 
運動強調期間」です。 

消費税インボイス制度の登録期限が 
９月３０日までに延長されました！ 

 「インボイス」とは、売手が買手に対して、正確な
摘用税率や消費税額等を伝えるもので、売手（イン
ボイス発行事業者）は、買手の求めに応じ、インボ
イスを交付しなければなりません。 
 インボイス発行事業者となるための登録申請が必
要で、申請期限が令和５年９月３０日までに延長さ
ました。詳しくは税務署等にお問い合わせください。 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福士
ふくし

 寛 和
ひろかず

さん(青森市) 

高校卒業後に親元就農

し、２２歳でりんご経営

を継承し、借地を中心に

規模拡大しながら、高密

植栽培やハイブリット台

木などによる省力化に励

むとともに、有機質肥料

による良食味生産に取り組み、令和３年

には法人化しています。 

地域の保育園児を毎年収穫体験に招い

ているほか、りんご協会青年部で執行部

を務めるなど、地域活動にも意欲的に取

り組んでいます。 

西 塚
にしづか

 貴代子
き よ こ

さん(青森市) 

道の駅なみおかアップ

ルヒル内の直売所を運営

する「浪岡アップル友の

会」の副会長を務め、品揃

えの充実や集客アップに

向けて各種アイデアを提

案・実行するなど、組織の

活性化に尽力しています。 

また、個人としては、パンを製造し、直

売所と自店舗で販売しているほか、直売所

での販売額向上を目指して、地元産農産物

を活用した菓子類や漬物などの新商品開

発に意欲的に取り組んでいます。 

津島
つしま

 鉄
てっ

平
ぺい

さん(蓬田村) 

 トマト、ミニトマトを

中心とした野菜の複合経

営を営みながら、蓬田ト

マトのブランド化や東青

管内の野菜振興に尽力し

ています。 

また、多くの研修生を

受け入れるなど若い担い手育成に熱心に

取り組んでいます。 

ＪＡ青森トマト部会長、ＪＡ青森野菜

協議会長を務めるほか、あおもり土づく

りの匠にも認定され、地域農業の振興に

貢献しています。 

新 ＶiＣ･ウーマン・青年農業士の紹介 

青 年 農 業 士 
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農 業 経 営 士 

 

 

 
 
◆慣れた作業でも油断せず、注意して行いましょう。 
◆必ず、作業の合間に十分な休憩を取りましょう。 
自分を過信せず、無理のない作業を行いましょう。 

◆一人での作業は避け、やむを得ず一人で行う場合は、  
家族に作業場所を伝え、携帯電話を持ちましょう。 

◆家族や周りの人など、地域全体で注意を呼びかけましょう。 
◆万一の事故に備えて、労災保険や農機具共済等の保険に加入しましょう。 

ＳＴＯＰ！ 農作業事故  

青森県農業・就農情報サイト「農なび青森」（https: //www.nounavi-aomori.jp/） 
では、農業者向けの役立つ情報を配信しております。ぜひご活用くださいませ！ 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木 孝子 吉川 育子  田澤 佳子 木村 幸子  三上 道彦 古川 尊仁 

食育、健康な土
づくり、環境保
全型農業 

鳥獣被害対策、
食品表示、肥
料、農福連携 

 認定農業者、強
い農業･担い手
づくり支援 

女性の経営参
画推進、女性
リーダー 

 

 果樹、りんご 
経営安定対策 

野菜、冬の農業 
野菜指定産地 

 

 

 

  

 

 

 

成田 恵美子 杉田 誠一  加藤 寿男 佐々木 友美  熊井 伸賢 井口 愼太郎 

経営所得安定対
策、地域再生協
議会、山村振興 

国庫補助事業、
農地中間管理
事業、地域計画 

 地域経営 
経営改善 
法人化 

女性起業、加
工産直ネット

ワーク 

 花き、農林水
産業災害、廃
プラ適正処理 

稲作、畑作 
水稲新品種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工藤 幹子 齋藤 三季   讃岐 温子  渋川 明弘 佐藤 有紗 
 
GAP、農業気象、
HP･情報機器管理 

活動記録、広

報･広聴、野菜 

  
 

新規就農者 
４Ｈクラブ 

 特定家畜伝染
病、酪農振興 

果樹、果樹関係調
査、植防･施肥合 

 

 

 

 

 
 

中山 龍 

肉用牛振興 
養蜂振興 

農業普及振興室 職員紹介 

経営・担い手班 

 
副室長 對馬 幹俊 

【班の総括】 

企 画 班 

 
副室長 笠井 雅史

【班の総括】 

農業普及振興室長 

高橋 宗壽 
【室の総括】 

生 産 班 

副室長 渋谷 恵美子 
【班の総括】 

当農業普及振興室は、県庁

の筋向いの「青森フコク生

命ビル」の６階にあります。 

駐車場は、県庁北棟地下をご

利用ください。 


